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地域社会との連携①



小（中）学校学習指導要領第１章総則 第５学校運営上の留意事項
２ 家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携（一部抜粋）

学校がその目的を達成するため、学校
や地域の実態等に応じ、教育活動の実施
に必要な人的又は物的な体制を家庭や地
域の人々の協力を得ながら整えるなど、
家庭や地域社会との連携及び協働を深め
ること。

2

連携する目的は、総則に示されている
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家庭とのパートナーシップ

・学校教育を円滑に進めるために、学校は家庭との

パートナーシップを築くことが不可欠です。

・保護者との関係づくりを進めるための代表的な手

段としては、学級・学年・学校だより等の通信、

保護者会、ＰＴＡ、三者面談、学校行事などが挙

げられます。
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１ 家庭との連携

○ 保護者とのコミュニケーション

「生徒指導提要（改訂版）」より



4

保護者との関係づくりを進めるために

あらかじめ学校で保護者へ速やかに電話連

絡する事項を明確化し（例えば、児童が転ん

でけがをした、児童生徒同士のけんかがあっ

たなど）、そのようなことが起きた場合には、

躊躇せず、すぐに連絡することが保護者との

信頼関係の構築に寄与することになります。
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「生徒指導提要（改訂版）」より

○ 保護者とのコミュニケーション



社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよ
い学校教育を通じてよりよい社会を創るという目
標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と共
有していくこと。

教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的
資源を活用したり、放課後や土曜日等を活用した
社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校
内に閉じずに、その目指すところを社会と共有・
連携しながら実現させること。

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申） 平成28年12月21日
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「社会に開かれた教育課程」の実現

２ 地域との連携

○ 地域住民とのコミュニケーション
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出典：文部科学省 学校と地域でつくる学びの未来

コミュニティ・スクール（学校運営協会制度）

○ 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）



77

○ 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）

校種
設置

学校園数

幼稚園等 19

小学校 646

中学校 385

義務教育学校 15

高等学校 37

特別支援学校 36

計 1138

（令和４年５月１日現在）

本道における
学校運営協議会の

設置学校数

導入している自治体の

割合は、95.0％

【参考】
令和３年５月１日：1065校



【地域と協働体制を構築したコミュニティ・スクールの取組】

8広報誌「地学協働」No.10（令和５年７月発行）



【地域の資源や特色を生かした地域学校協働活動】
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令和２年度（2020年度）「地域学校協働活動」実践事例集

【活動の概要】
４つの中学校区にそれぞれ、地域学校協働活動推進員
を配置し、学校と地域が連携した活動を実施している。
全ての小・中学校区において導入したコミュニティ・ス
クールでは、地域学校協働活動推進員が学校運営協議会
委員に加わることで、地域人材を授業で活用することを
提案している。

【特徴的な活動内容】
学校運営協議会で熟議を実施する中で、「キャリア教
育の充実が必要である」ことについて、学校と地域の共
通認識が図られ、様々な職種の人から仕事に対する想い
を聞く「職業人講話」を実施した。

【事業の成果】
中学校区ごとに学校運営
協議会を設置し、９年間で
目指す子ども像を共有でき
たことで、小中の連携が深
まり、この目標にそった地
域学校協働活動を展開でき
ている。



【コミュニティ・スクールにおいて成果を上げた事例】
地域に学ぶ 地域と学ぶ 体験活動の充実

「ふるさとへの愛着心を育み、先人の苦労を知る。
そして、食育活動の一環として」
（南富良野町 南富良野西小学校）
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「稲刈り体験」の様子
コミュニティ・スクール実践事例集（北海道教育委員会 令和元年10月）



【コミュニティ・スクールにおいて成果を上げた事例】
「地域とともに歩む学校」を目指して

地域コーディネーターの活用
（斜里町 知床ウトロ学校）
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「ウトロもやいの会」の様子

コミュニティ・スクール実践事例集（北海道教育委員会 令和２年２月）



【コミュニティ・スクールにおいて成果を上げた事例】
地域の魅力を体感する教育活動の充実

地域に根ざしたキャリア教育の充実
（上士幌町 上士幌高等学校）
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「面接指導」の様子

コミュニティ・スクール実践事例集（北海道教育委員会 令和元年10月）



【コミュニティ・スクールにおいて成果を上げた事例】
子どもたちの実態から既存の取組を見直し

熟議を通した現状と課題の共有
（遠別町）
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「冬の森林教室」(小学校) 「ホタテの稚貝の仕分け体験」(中学校)

コミュニティ・スクール実践事例集（北海道教育委員会 令和２年２月）
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他の小（中・高等・特別支援）学校や、幼稚
園、認定こども園、保育所、小学校、中学校、
高等学校、特別支援学校などとの間の連携や
交流を図るとともに、障害のある幼児児童生
徒との交流及び共同学習の機会を設け、共に
尊重し合いながら協働して生活していく態度
を育むようにすること。

３ 学校間の連携

小（中）学校学習指導要領第１章総則 第５学校運営上の留意事項
２ 家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携（一部抜粋）
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＜幼児教育と小学校教育の接続＞

幼児教育の豊かな学びを小学校教育につなげるために～幼児教育と小学校教育の連携・接続ハンドブック～
事例集 令和３年度事例（追加）（北海道教育庁義務教育課幼児教育推進センター）を基に作成

私立幼稚園教諭と小学校教員の授業交流
（岩見沢市）

・教員による授業交流を行っている。
・保育参観の際に、事前に小学校の教員
に「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」を配付し、保育参観の視点を明
確にするとともに、幼小連携で育む子
どもの姿を共有している。

・自由交流期間を設定し、自由に相互の
幼稚園及び学校を訪問できるよう工夫
したことで、気軽に訪問し合える風土
をつくっている。

アプローチカリキュラム及びスタート
カリキュラムの作成（共和町）

・幼児センターと小学校で、「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」を共有
して教育内容の充実を図っている。

・幼児センターと小学校では、双方の管
理職や教務主任等を中心として、幼小
合同で接続期のカリキュラムを作成、
６月にはスタートカリキュラムの検証、
３月にはアプローチカリキュラムの検
証を行うことで、教育内容の充実・改
善を図っている。

小学校における体験学習

幼稚園教諭と小学校教員が交流する様子
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＜小学校教育と中学校教育の接続＞

「北海道における小中一貫教育について（第３版）」（令和２年（2020年）３月）
「モデル地域及びモデル校における取組事例」を基に作成

小中一貫教育の取組（八雲町）

○ ９年間を通じた指導計画の作成

・中学校数学、英語、音楽の教科担任による小学校５・６学年の児童

を対象にした乗り入れ指導を実施し、指導方法の確立を図った。

・個に応じた指導の充実に向け、小学校の学級担任による中学校第１

学年の数学の授業への乗り入れ指導を実施した。
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＜中学校教育と高等学校教育の接続＞

中学校と高等学校の連携事例集 令和元年度（北海道教育庁学校教育局高校教育課：令和２年３月）
を基に作成

・中学１学年から高校

３学年までの総合的

な学習の時間を活用

した、キャリアプロ

グラムの作成

【６年間を通したキャリア教育プログラム】

６年間を通したキャリア教育プログラム（総合的な学
習の時間）の取組



【これからの学校と地域】

参考資料


